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林業とSDGs (林業の全体像と林業機械の工法)

• 森林・林業分野は、「SDGs」の17の目標のうち14の目標達成に貢献
• 森林による二酸化炭素吸収や木材建築やバイオマス燃料利用による 脱炭素社会に貢献
• 循環型林業を確立するためには、適切な林業機械を用いた適切な施業が必須

工法 詳細 特徴

（1）
CTL
工法

•林内で、ハーベスタヘッ
ドで伐倒、枝払い、玉
切り（所定の長さに切
り揃え）まで実施。

• フォワ-ダーで公道脇ま
で搬送する。

•北欧で発達。

（2）
FTL
工法

• フェリングヘッドで、伐倒
のみ行う。枝葉はそのま
ま。

• スキッダで、一本の長さ
のまま搬出する。

•北米で発達、短時間で

の大量伐採に最適。

伐採、枝払い、玉切り 森林からの搬出、トレーラへの積込み 運搬

ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ

ﾌｫﾜｰﾀﾞ

伐採 搬出 枝払い 積込 運搬

切り倒したそのままの長さで搬出、別の場所で定尺の丸太に加工

ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬｰ

ﾛｸﾞﾛｰﾀﾞ

ｽｷｯﾀﾞｰ

ﾌﾟﾛｾｯｻ

ﾅｯｸﾙﾌﾞｰﾑﾛｰﾀﾞ

切り倒した後、森林内で定尺の丸太に切ってから搬出

森林の適切な管理
(H30林業白書林野庁より)

達成に貢献できる項目

コマツは森林・林業分野をSDGｓの達成に貢献する重要な産業と考えています。とくに
最近では、森林による二酸化炭素吸収、木材建築、バイオマス燃料など脱炭素に貢献
できる産業であります。また、循環型持続的林業を確立するためには適切な林業機械を
用いた適切な施業が必要です。
林業の工法には大きく分けて欧州中心に発達しているCTL工法と北米中心のFTL工法
の２つがあります。それぞれに特徴がありますが用いられる林業機械は異なっており、コマツ
の林業機械事業の中心はCTL工法の機械となっております。
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1. 森林の成長はCO2を吸収して貯留する
（CO2の吸収源）
Growing forests absorb CO2 and 

planting trees on harvested areas is an 

effective forestry management 

2. 木材製品は長期にわたりCO2を貯留する
Wood products continue to store carbon until the day 

the product decays or is burned.

3. 木材は、化石燃料おるいは化石燃料由来の原料の代替
となり、結果として化石燃料由来のCO2の排出を削減す
るSubstitution, Wood products replacing fossil 
products, reduces the volume of new CO2 
released into the atmosphere.
Carbon nuetral energy

森林・林業事業は、3つの方法でCO2削減に貢献できる

植林によるCO2の吸収・貯留は現状ではもっとも安い方法
To absorb CO2 - forest is the most cost effective 

method compared with other methods 

↓CO2

↓CO2

← C

↑CO2 

森林・林業が脱炭素に貢献できることを具体的示したスライドです。森林による二酸化炭
素吸収は他の方法にくらべコストが安いのが事実です。2つ目は木材製品は長期にわたり

に炭素を貯留することができます。３つ目は化石燃料や化石燃料由来の原料に代替で
きることです。
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コマツの林業機械事業全体

4

林
業
の
流
れ

コ
マ
ツ
の
持
つ
ア
セ
ッ
ト

立木を伐倒、荷掛けしウインチで作
業道まで引き上げ、ハーベスタで適し
たサイズに切り揃える

立木の材積等を調
べ、施業や管理の
計画をたてる

材を山土場
までﾌｫﾜｰﾀﾞで
運搬

山土場か
ら川中

(市場等)
へ運搬

伐採跡地を整備
圧密された林地を
地拵え

苗木を植栽する
苗木の成長を促す
ため下草を除去す
る

◆ 労働災害を減らすには、人が地面に下りないことが重要
生産性・安全性の向上に向けて、ハーベスタ、フェラバンチャー、フォワーダなど機械が
林地で作業することを普及

Explore 1

Edge Box

森林の見える化

KFAB
フォワーダ

◆ 地拵え、植林、下刈り等機械化により、循環型林業実現
圧密が進んだ林地の耕運作業、不整地での植栽は重労働

Explore 1

Edge Box

造林検査への利用
・植栽、下刈り、間伐

植栽用機械
D61EM プランター

下刈用機械
KIMスキッドステアローダ

コマツ
ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬｰ

KFAB
ﾊｰﾍﾞｽﾀ

• コマツは林業機械の技術・ノウハウで林業の安全や効率化に貢献してきた
• 森林の見える化や植林分野でのソリューションを提供し、持続的林業経営を通した脱炭素社会の実現に貢献する

M&Aを通じたコマツの林業機械事業の拡大の歴史

2004
Komatsu Forest(本体)

2012
Log Max(ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ)

2018
Quadco(ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ)

2019
TimberPro(本体)

2018
Oryx Simulations

CTL CTL CTLFTL FTL

TimberPro
ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬｰ

斜面での伐倒
ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬｰ

斜面での伐倒・造材
ﾊｰﾍﾞｽﾀ

斜面での搬出
ﾌｫｰﾜｰﾀﾞ

植
栽
・
保
育

伐
採
・
搬
出

地拵え 植栽 調査下刈り 伐倒・集材 運材造材

地拵え機械
D85EXｻﾌﾞｿｲﾗｰ

コマツの林業機械事業全体を示したスライドです。これまでコマツは、林業機械の技術とノ
ウハウで、安全で効率的な伐採、搬出に貢献してきました。林業においては労働災害を
減らすには人が地面に下りず、機械による施業をすすめることが重要です。下の図にある
ように、コマツの林業機械事業はM&Aによって成長してきました。2004年にCTL林業機
械メーカのパルテックフォレストを買収し、2019年にはFTL林業機械メーカのティンバープロ
社を買収しております。3年ほど前からコマツは林業の川上事業への貢献を進めております。

具体的には、植林の機械化と森林の見える化です。川上でのビジネスを通じ循環型林
業を実現することが大きな目的です。
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コマツの林業機械

開
発

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ｱﾒﾘｶ
TimberPro

ｱﾒﾘｶ
日本/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/伯 ｱﾒﾘｶ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 日本

生
産

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ｱﾒﾘｶ
TimberPro

ｱﾒﾘｶ
伯/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/露 伯 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 日本

機
種

ﾊｰﾍﾞｽﾀ ・ ﾌｫﾜｰﾀﾞ ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ・ﾛｸﾞﾛｰﾀﾞ ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ
HEﾊｰﾍﾞｽﾀ
（PC200F)

ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ
(PC350F)

ﾊｰﾍﾞｽﾀ ・ ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ
(PC130F) 

ﾊｰﾍﾞｽﾀ
(PC138US)

工
法

CTL FTL FTL CTL CTL・FTL CTL・FTL CTL

主
市
場

欧・露・米・豪・伯・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 米・豪 米・豪 伯/露/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 伯 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 日本

区
分

専用機 専用機 専用機 建機ベース 建機ﾍﾞｰｽ 建機ﾍﾞｰｽ 建機ﾍﾞｰｽ

開発
LogMax
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

Quadco
ｶﾅﾀﾞ

Southstar
NZ

生産
LogMax
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

Quadco
ｶﾅﾀﾞ

Southstar
ｶﾅﾀﾞ

機種

ﾊｰﾍﾞｽﾀﾍｯﾄﾞ ﾌｪﾘﾝｸﾞﾍｯﾄﾞ ﾊｰﾍﾞｽﾀﾍｯﾄﾞ

工法 CTL FTL CTL

開発
日本 ｲﾀﾘｱ

生産
伯（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ） ｲﾀﾘｱ

機種

D85ｻﾌﾞｿｲﾗ & D61ﾌﾟﾗﾝﾀｰ
（植林機械）, 19/12 量産

早生樹植林地用
下刈り機テスト中

工法 新工法 新工法

1. 伐採・搬出機械（建機ﾍﾞｰｽのﾛｸﾞｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ車、ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ、ｸﾛｰﾗｽｷｯﾀﾞｰなどは除く）

2. ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ 3. 植林への取り組み

グローバルに展開するコマツの林業機械商品群を示したものです。大きく分けて専用機と
建機を利用した機械に分けることができます。また、CTLとFTLにも分かれます
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カーボンニュートラルへの挑戦； KFAB新工場竣工 生産開始（2021年8月）

• 新工場は、従来ウメオ市内中心に点在していた生産工場を一ヶ所に集約し、生産工程および物流のレイアウトの最適化を
図っています。

• さらにコマツで初めてAGV※1を活用した自動牽引組立ラインの導入を始めとする新たな生産技術を織り込み、従来工場に
比べ生産性30%向上を実現しました。

• 約19,000㎡の太陽光パネルの設置や地熱を活用した暖房設備など再生エネルギー供給設備を導入することで、電力
使用量を大幅に削減し、コマツの生産工場として初めてカーボンニュートラルを実現しました。地球環境に優しい生産を実
現することで持続可能な地域社会へ貢献します。

※１：Automated Guided Vehicle 無人搬送台車

CTL林業機械の開発・生産を担うKFABの新工場について紹介いたします。スウェーデン
の北部のウメオ市にあり、2021年8月に操業開始しました。太陽光パネルや地熱活用に
よりカーボンニュートラルを実現いたしました。
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植林の機械化による森林再生サイクル促進による持続的林業への貢献

• 世界の木材消費量は年間約2.5％増加 → 持続的木材生産には植林が必須
• 植林作業は労働集約的で苦渋作業 → 植林就労人口減少
• 機械化により効率的で安全な林業サイクルを実現

ブラジルでの植林作業

D85ｻﾌﾞｿｲﾗによる土壌耕転 D61ﾌﾟﾗﾝﾀｰによる自動植林（ビデオ）

1) 平坦地

2) 斜面

PC240ﾌﾟﾗﾝﾀｰ

2. 機械化植林1. マニュアル植林

植林の機械化についてご説明します。FAOの統計でも世界の木材消費量は年間約
2.5％増加しています。住宅建材、紙製品の需要増が背景にあります。これら木材生産

を持続的に生産するには伐採後の植林が必須です。これはブラジルの早生樹林業の例
ですが、植林作業は労働集約的で苦渋労働であります。また植林が増えるに従い、労働
人口の不足が顕著になっています。植林を機械化することで安全で効率的な林業サイク
ルを実現したいと考えています。
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林業機械現場

フォーワーダ

林業会社

StanFord

作業報告データ

1.造材報告；一本一本の伐倒木および丸太の情報

（長さ、直径、樹種、位置、日時）

2.合計造材量報告；合計材積、合計本数

3.集材報告；本数、材積、土場の場所

森林所有者

ハーベスタ

MaxiFleet； サプライチェーン見える化を通した林業効率化（北欧）

• 林業会社（森林所有者）と林業機械が、インターネットで接続（クラウド or メイル）
• StanFord*データ形式で、作業指示、作業報告、取引をやり取りすることで、サプライチェーンが見える化・効率化される

作業指示データ

1.作業エリア指示；GISデータ

2.樹種指示

3.造材指示；直径、材長、本数、等級等

4.価格マトリクス

5.集材方法指示（土場の位置、混載等）

StanFord

インターネット

クラウド or メイル

*StanFord(林業機械とのやり取りのための
林業データの形式）
(Standard for Forest Machine Data & 
Communication)

次に林業サプライチェーンの見える化を通した林業の効率化についてお話いたします。
北欧では林業機械と林業会社が４Gネットワークを通じたインターネット回線で、作業指
示と作業報告のやり取りを行っています。これにより、林業サプライチェーンの見える化が進
んでおり、様々な作業が効率化されています。
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MaxiFleetの基本機能

https://www.komatsuforest.com/services/maxifleet

• 機械稼働概要（種類、機番、ｴﾘｱ、稼働時間等） • 稼働位置

• 伐採箇所、機械軌跡 • 生産量進捗（本数、㎥など）

• MaxiFleetとは、KFABがグローバルに展開するコネクテッドビジネス（Webアプリ）
• 機械情報は、機械に装着されたモデムによってサーバへ送信（4G or Satellite)

その見える化を行っているコマツフォレストのアプリケーションがMaxiFleetです。
MaxiFleetは、Webアプリケーションの形態をとっており、コマツフォレストがサブスクリプショ

ンモデルで展開しています。以下の機械の稼働、位置、伐採箇所や機械移動の軌跡、
生産量の進捗等の情報のやり取りは自動で更新されていきます。現在、このMaxiFleet
の販売は、欧州を中心として年々伸びています。
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スマート林業； 植林・森林の見える化への取り組み

• 自動飛行により、適切な
オーバーラップサイドラップ
率で空撮。

• ネットワーク型RTK測位によ
り、高精度に設置位置を測
定。

• データ移動後PPK処理によ
り位置精度補正

• SfM-MVS処理により、3D
点群データ、オルソ画像を
作成。

3D点群データ

オルソ画像

Edge Box

• ランドログ指定フォルダに3D点群
データ、オルソ画像格納。

データ利用(API)

• 飛行範囲確定後に飛
行計画作成。

EXPLORE 1

デ
ー
タ
移
動

（
S
D
カ
ー
ド
）

デ
ー
タ
移
動

（
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
）

ドローンによる空撮

飛行計画策定 空撮データ処理

• 立木本数/
材積を推定。

• 推定データを
ダウンロードし
利用可能。

Forest Scope

材積推定 造林検査

• 造林検査
(植栽、下刈
り、間伐)へ
オルソ画像
等活用。

国内においても2019年よりスマート林業の取り組みを行ってきています。
その一つにスマートコンストラクション現場で用いられているエブリデイドローンを利用した、
立木材積の推定システムがあります。現在、伐採前の立木材積の計測は、作業者が林
内に分け入り、測量器具をもちいて手動で測定されています。これをドローン計測で行うこ
とにより、大幅な効率化、省力化が見込まれます。ドローンデータを用いて立木材積の推
定を行うアプリケーションはForest Scopeと言い、Landlogアプリケーションとして展開して
います。
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MaxiFleetとスマート林業の連携による森林サイクル全体の見える化

➢ 植林・管理・伐採・再植林サイクルの森林モニタリングソリューションを機械情報とともに顧客に提供

➢ 効率的な植林とともに透明性の高い森林経営を実現

➢ 従来の顧客層である木材生産会社だけでなく、脱炭素や環境のための植林に進出する新た

な顧客層へも展開

Web アプリ

API

✓ 施業地における伐採進捗（森林変化） ✓ 複数の作業現場にも対応

顧客が使用するコンテンツ
• 稼働状況
• 生産状況
• 機械のメンテ計画
• 植林の状況
• 森林管理
• 作業の進捗

⚫ 衛星データ等を用いた森林変化情報の検知

⚫ 機械植林とUAVを利用した植林モニタリング

✓ 適切なUAVを使用して
撮影。

⚫ ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞによる森林材積・バイオマスの把握

✓ 適切な解析技術をU使用して分析

UAVにより面積は狭いが
詳細なデータを取得。

衛星により広範囲のエリアの
データを効率的に取得。

✓ 適切な衛星データを活用

今年度より、従来の顧客層である林業会社のみならず、脱炭素や環境保全を目的とし
て植林に進出してくる新たな顧客層に対する取り組みを始めています。
この取り組みのコンセプトとして、先程お話ししたMaxiFleetをお客様が使用するインター
フェイスとして、衛星やUAVを用いた植林モニタリング、森林材積量・バイオマス量モニタリ
ング、伐採進捗のモニタリングなどのリモートセンシングによって得られるデータを提供として
いきたいと考えています。これにより、様々なお客様に効率的な植林とともに透明性の高い
森林経営に必要な情報をワンフェイスで提供可能であると考えています。
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新たに取り組む森林リモートセンシング

地拵え 植栽・生残確認 要下刈り 間伐 主伐下刈り不要 間伐

森林資源量モニタリング

1. 樹木本数
2. 材積量
3. バイオマス量(CO2貯留量)

植林モニタリング

1. 植栽苗の本数
2. 植栽苗の位置
3. 植栽苗の生存割合判断

UAV：光学カメラ, マルチスペクトルカメラ or Lidar,
衛星：光学, Lidar, Sar 

伐採進捗モニタリング

1. 森林変化の検知

現在、UAVや衛星の運用技術、分析技術をお持ちの企業様と共にこれらのモニタリング
のPoCを開始し始めています。今年度中にこのPoCを実施し、この結果を受け、ビジネス
化への道筋を立てていきたいと考えています。
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KFAB

日本国内林業活性化へ向けての課題（木材生産コストの低減）

グラッ
プル

伐倒 木寄せ 造材 集材 搬出

チェンソー ヤーダ

ショベル

ブル

フォワーダ トラック
グラッ
プルプロセッサ

従
来
工
法

トラックハーベスタ・フォワーダCTL グラッ
プル

車高：3.80 m
幅員：2.62 m
重量：15.8 t

車高：3.79 m
幅員：2.62 m
重量：17.6 t

PC138 w/
C93 or S92

(造材見える化）

1. 生産の効率化のためCTL工法に適したエリアで、効率的な管理・生産の施業モデルを提案する
• 現在は汎用機以外ではプロセッサー作業用にハーベスタのみ販売

2. KFAB製林業機械の日本国内適用の可能性を調査

国内林業活性化への取り組みを紹介いたします。先ほど申し上げましたようにスマート林
業の取り組みを行ってサプライチェーンの効率化を図っていますが、国内林業の最も大きな
課題は生産性の向上、伐採コストの低減と考えています。国内の急峻な地形等を鑑み
ると、すべての地域で適応可能ではありませんが、適応可能な地域では生産性が高く、
MaxiFleet等のサプライチェーンの見える化が進んだ北欧のCTLシステムを導入していきた

いと考えています。これにより、伐採コストが下がり、国産材も世界的な木材販売競争力
を獲得してけるだろうと考えています。
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林業機械事業売上

林業機械事業売上

⚫ FY24に1,400億円を目指す
• 北米および新興市場（ロシア、アジア、南米）強化
• 新分野（植林、ソリューション）強化

億円

【業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項】

前述の将来に関する予想、計画、見通しなどは、現在入手可能な情報に基づき当社の経営者が合理的と判断したものです。実際の業績は様々

な要因の変化により、本資料の予想、計画、見通しとは大きく異なることがありうることをあらかじめご理解ください。そのような要因としては、主要

市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、および国内外の各種規制ならびに会計基準・慣行等の変更などが考えられます。

コマツ 経営管理部 TEL: 03-5561-2687 FAX: 03-3582-8332 https://home.komatsu/jp/

グローバルな林業機械事業の売上推移と今後の目標について示しています。コマツは林
業を持続的に成長産業ととらえております。東南アジア、ロシア、ブラジル、北米などの地
域で売上を伸ばすとともに、植林を中心とした新分野へ進出し、FY24には売上1,400
億円を目標にしております。
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